スパニングツリーシミュレータ　マニュアル
(暫定版)
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１．実際のプロトコルとの違いについて
　学習用途向けのシミュレータとして使いやすいように、重要でないと思われる部分については簡略化しています。今後の修正で変更される可能性はあります。
・　ブリッジIDはただの整数値です。MACアドレスは存在しません。またブリッジプライオリティも使用しません。
・　ポートIDもただの整数値です。ポートプライオリティは使用しません。

・　アドレステーブルにエージングの機能はありません。

・　Topology Changeフラグが立ったコンフィグBPDUを受信した場合、現時点では直ちにアドレステーブルをフラッシュする設定になっています。

・　各ポートのルートパスコストですが、接続されていないポートの値はあまり正確でない場合があります。
２．機器の特徴・仕様
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a. スイッチ(上から１，２列目)
· 4種類用意していますが、機能に違いはありません。

· ポート番号を指定した接続はできません。

· 自分宛のブロードキャストに応答します。

　

　ポート数：４０

　機器名：SW-スイッチ番号 (SW-1, SW-2など)

　ブリッジID: 1000 + スイッチ番号 (SW-1なら1001)

　ポートID: 100 + ポート番号 

· スイッチ番号、ポート番号は、追加した順に0から

付番されます。

b. ホスト(上から３列目)
· 2種類用意していますが、機能に違いはありません。
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ホスト同士は接続できません

· アドレスを学習しません。

· ステータス画面は表示されません。

· 自分宛のブロードキャストに応答します。

　ポート数：１

　機器名：PC-ホスト番号　（PC-1, PC-10など）

　

　※　ホスト番号は追加した順に0から付番されます。

c. リピータ、コネクタ(上から４列目)
· 2種類用意していますが、機能に違いはありません。
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コネクタもリピータと全く同じ機能です。

· 受信した全てのフレームをフラッディングします。

· 大量にリピータを繋ぐとアニメーションの負荷が急激に

　　高まるので注意して使用してください。

・ ステータス画面は表示されません

ポート数：８
3．操作方法

3.1 接続・切断

　

　機器を接続するには、接続できる条件を満たさなければなりせんが、リピータ以外はポート数の制限だけを気にしてもらえば問題ないと思います。リピータの制限については後述します。
はじめに、接続元となる機器をダブルクリックするか、右クリックして『接続』メニューから帯域幅を選択します。ダブルクリックした時は100Mbpsになります。正しく選択すると、選択した機器が赤い枠で囲まれます。
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　右のような状態になったら、接続先の機器を

クリックします。

　切断する場合は、右クリックメニューの中から選択するか、切断元となる機器をダブルクリックし、接続の時と同様に赤い枠で囲まれたのを確認した後、切断先の機器をクリックします。

リピータの接続制限

　リピータの全ポートの帯域幅は１つに固定されます。どの帯域幅に固定されるかは、最初に接続した帯域幅で決まります。例えば最初に100Mbpsでリピータと接続した場合、他の機器はこのリピータと10Mbpsや1Gbpsで接続することはできません。いったん全ての接続を切断した後なら別の帯域幅で接続できるようになります。
3.2 フレーム送信

　フレームの送信は、スイッチの場合とホストの場合で異なります。

· スイッチの場合

　　送信元スイッチの右クリックメニューから『送信』を選択します。選択すると機器が赤い枠で囲われるので、その後に送信先をクリックします。送信する際はアドレステーブルを検索し、送信先が見つかればユニキャスト、見つからなければブロードキャストで送信します。

· ホストの場合

送信元ホストの右クリックメニューから『送信』メニューを選び、そこからブロードキャストかユニキャストかを選択します。

3.3 スパニングツリーの実行・停止

　スパニングツリーの実行方法は3通りあります。なお、STPを実行中のスイッチで再度実行しても影響はありません。

　a. 全STP実行

パネル上の全てのスイッチでSTPを実行します。
　b. STPメニュー


・ 実行


選択したスイッチだけで実行します。


・ これ以外で実行
選択したスイッチ以外の全てのスイッチで実行します

　スパニングツリーの停止方法も実行方法と同様に3通りです。また、機器を削除すれば当然STPは停止します。

3.4 削除

　

　削除は2通りです。

・　パネル上を右クリックして、『クリア』メニューから『全ての機器を削除』

・　機器上で右クリックします。スイッチは『クリア』メニューから『削除』、ホストは右クリックメニューから『削除』

3.5 ポート操作

　ポートのUP・DOWNを制御します。右クリックメニューから実行する方法と、ステータスウィンドウから実行する方法があります。

　右クリックメニュー

　・『ポートDOWN』
このメニューを選択した後に対向のポートを選択します。




このメニューでは両方のポートを同時にダウンさせます。

　・『ポートUP』
ポートDOWNの逆になります。

　ステータスウィンドウのポートステータス

　・『UP』にチェック
選択した機器のポートのみアップさせます。対向のポートに

影響はありません。

　・『UP』を非チェック
選択した機器のポートのみダウンさせます。対向のポートに




影響はありません。

　※ポートをダウンさせると、リンクが灰色で表示されます。
3.6 表示切替メニュー
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ブリッジID／機器名：どちらか一方のみ表示

⇒選択された状態の上からクリックすると非表示に

コスト／帯域幅：どちらか一方のみ表示

⇒選択された状態の上からクリックすると非表示に

· ポートコストを変更しても、このコスト表示には

反映されません

ポート番号
　ポート番号と、ポートの状態遷移、ポートの役割をまとめて表示切替します。

ルートパスコスト

　ポート番号の上に表示します。

ルートブリッジ

　ルートブリッジの旗の表示切替をします。

無効なリンク

　ブロックされている赤いリンクと、ダウンしたポートがある灰色のリンクの両方を非表示にします。

BPDU

　BPDUを非表示にし、アニメーションをさせずに転送処理を行います。

立体グリッド／平面グリッド：どちらか一方のみ表示

⇒選択された状態で更に上からクリックすると非表示に

· 立体グリッドはブロケードのアイコンに、平面グリッドはシスコアイコンに最適化しています。

3.7 機器パネル
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　スイッチ・ホスト・リピータ・コネクタを追加するためのパネルです。現時点では4種類の機器用アイコンセットと1種類のコネクタセットを用意しています。
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3.8 タイマー調整

右図のタイマー調整パネルを使用します。

各タイマーには次のような制限があるので、

それに合わせて自動的に調節されます。

2×(転送遅延 – 1 ) >= 最大エイジ

最大エイジ >= 2×( ハロータイマ + 1)

タイマーを変更すると直ちに全てのスイッチのタイマーが
変更されます。ルートブリッジのみなど、個々のスイッチの

タイマーを変更することはできません。

アニメーション速度は0から100の100段階調整で、100に設定すると非表示になります。

処理の負荷は非表示にしたときが最も軽くなります。
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3.9 ステータスウィンドウ
各種パラメータなど様々な情報を表示します。

このウィンドウで変更できる項目は、次の6つです。
· Name

· Bridge ID

· ポートステータスのID

· ポートステータスのコスト

· ポートステータスのEdge

· ポートステータスのUP

・Name, Bridge ID

　入力後にエンターキーで変更が反映されます。

・フレームカウンタ

　BPDUはコンフィグBPDUもTCN BPDUも

全部まとめてカウントしています。スイッチのクリアメニュー

からカウンタをクリアできます。

・アドレステーブル

　フレームを受信した時の送信元機器と受信ポートを

表示しています。Destinationの表示は分かりやすいように

機器名で表示しています。

・ポートステータス

　・No：ポート番号
0から順に割り当てられます。

　・Band：帯域幅
bps単位で表示します。10M, 100M, 1G, 10G
　・ID：ポートID
100＋ポート番号が初期値です

　・Cost：パスコスト
帯域幅の既定のコストが初期値です。

　・Edge：エッジ
ホストだけを接続する場合にチェックすると、瞬時に代表ポートのフォワーディング状態になります。


※エッジが有効な時にBPDUを受信すると、そのポートはブロッキング状態になります。

　・UP：アップ

ポート有効・無効の切り替えです。無効はDisabled状態です。

・STPポートステータス
　この情報は、スパニングツリーを実行中のスイッチでのみ表示されます。

　・No：ポート番号
ポートステータスの番号と対応しています。

　・Role：ポートの役割
ルートポートと代表ポートの別を表示します。


Root = ルートポート

Desig = 代表ポート

　・State：ポートの状態　ポートの状態遷移を表します。


DIS
ディゼーブルド


BLK
ブロッキング


Listen
リスニング


Learn
ラーニング


FWD
フォワーディング
　・Cost：パスコスト　

エッジポートでは Edge と表示されます
　・Total：ルートパスコスト　

エッジポートではEdgeと表示されます。

また、ディゼーブルド状態では “ – “ で表示されます。

3.10　ファイルを開く・保存
　ファイルを開く場合は、ファイルメニューから『ファイルを開く』を選択します。ファイルを開く時は、現在メインパネル上にある全ての機器を削除して開きます。

※開く時の注意点

・現在の構成が変更されていても確認のダイアログは出ません。

ファイルメニューから『構成を保存』を選んでください。拡張子は.stpです。拡張子をつけずに保存を実行した場合は、プログラムが自動的に.stpを名前に付け足します。

　機器名、ブリッジID、ポートID、ポートコスト、エッジ状態、UP状態は変更した値が保存されます。

※保存時の注意点

・上書き確認のダイアログは出ません。

・ファイルに保存した構成には、スパニングツリーの実行状態は保存されません。全てのスイッチのスパニングツリーが停止した状態で保存されます。

4. フレームの種類とポート状態
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5. 既知の問題点

· アニメーションの負荷が高すぎる
· 保存したファイルを別のパソコンで開けないことがある。

· スイッチを選択した時に表示される緑の枠が、複数のスイッチに表示されてしまう

· グリッドのサイズが1024×768なので、それ以上表示できない

· 表示切替メニューのラジオボタンの動作がわかりにくい

· 機器パネル、タイマー調整パネルを常に最前面に表示しているので、メインパネルが非アクティブになった時に残る。最小化時は問題ない。
· コストや機器名、ブリッジIDなどが線にかぶると見えにくくなる

· ソースコードがオブジェクト指向的でない箇所が多々ある
6. 機能追加・修正予定

· コンソールウィンドウの設置

· タイマーが切れたイベントなどのメッセージを表示

· フレームカウンタの変更

· BPDUのタイプ別表示が必要だか、スペースが狭くてどこに置くか検討中

· ステータスバーの設置

· 機器の設置台数や起動経過時間、次のBPDU送信までのカウントダウンなど

· BPDUの表示

· 表示方法は検討中

· アイコンセットの外部ファイル化

· プログラムの構成を大きく変更しなければならないので、できるかどうか不明

· 線の太さや色、フォントサイズのカスタマイズ機能

· ファイルのドラッグアンドドロップ機能

· ポート番号のサイズ変更

· 複数の機器をまとめて選択して移動・削除などができる機能

· メインパネルのスクロール機能

· ショートカットキー

· あると便利

· Visual Libraryの導入

· より柔軟に機器の接続状態を描画できるようになるかもしれない
最終更新日 2008年3月3日(月)
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